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研究成果の概要（和文）：本研究は「小1の壁」問題に直面した看護職員のストレッサーと就業継続困難となっ
たプロセスを明らかにする事を主な目的とした。分析の結果、4カテゴリー、22のサブカテゴリ―が抽出され
た。子供の小学校への就学に関連する主なストレッサーとしては【授業参観に出席するための日程調整】、
【PTAなどの小学校での役割とその調整】、【子供の夏休み期間中の対応】、【突然の小学校休校に伴う勤務の
調整】、【学童保育の時間制限】、【小学生になった子供に対する親としての関わり方の変化】、【幼稚園・保
育園から小学校への環境の変化】、【子供の通学時の心配】、【宿題のチェックや翌日の準備】等が明らかとな
った。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to clarify the stressors of nursing staff who 
faced the "first grade wall" problem and the processes that made it difficult to continue working.As
 a result of the analysis, 4 categories and 22 subcategories were extracted.The main stress factors 
related to attending elementary school are [Adjustment of school days], [Role and adjustment of PTA 
in elementary school], [Reaction of children during summer vacation], [Adjustment due to sudden 
school break] adjustment, Confirmation of [after-school childcare period], [Changes in how parents 
interact with children who have become elementary school], [Changes in environment from kindergarten
 / nursery school to elementary school], [Anxiety when children go to school], [Homework and the day
 after preparation] etc.

研究分野： 看護職のメンタルヘルス

キーワード： 小１の壁　ストレッサー　就業継続困難　看護職　メンタルヘルス

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
小学校入学の過渡期において、子を養育しながら就業する看護職員は多種多様なストレッサーを抱えていた。看
護職である彼らは時に夜勤等に従事しなければならない。また、子供の状況や心身の変化に即対応できるよう、
今ある資源を駆使しながら勤務を継続している者もいた。その他重要な視点として、看護職というキャリアに対
する考えが就業を継続するか否かに影響していた。看護職におけるこれまでのキャリアと現在の状況、今後のキ
ャリアプランについて葛藤していた様相はワークライフバランスの概念において「これまでのキャリアの保障」
と「今後のキャリア支援」が必要不可欠であることが示唆された。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

1）看護職員の離職と潜在化 

現在看護職員の就業者数は約 157 万人（平成 26 年：看護関係統計資料集）とされており、

「超高齢社会」を迎える 2025 年には約 200 万人の看護職員が必要とされているが、年間

10％近くの国家資格を有する看護職員の離職は異様な事態である。離職後、現在未就業の看

護職員を潜在看護職員と呼び約 71 万人（平成 22 年末推計：厚生労働科学研究）いるとさ

れている。「看護職員就業等実態調査」（2011）によると、「結婚」、「出産」、「子育て」を理

由とした離職が最も多く、潜在看護職員の年齢層別に推計した結果では、30 歳代が 30％を

占めて一番多い。つまり看護職員の離職者の多くは、出産・子育て等の女性のライフイベン

トが生じた際、それらイベントに対する支援不足が原因で働き方の変更を強いられた結果、

離転職に繋がっている可能性が高い。さらに、潜在看護職員の多くが 30 歳代であることか

ら、多くが現在子供を養育している最中であることが考えられる。 

2）潜在看護職員に対する支援 

2015 年 10 月より看護職の免許保持者は、現在の職場を離職した場合に、都道府県ナー

スセンターへ氏名や連絡先等を届け出る事が努力義務となった（「看護師等の人材確保の促

進に関する法律」）。今後は看護職のナースセンターへの届出制度で離職者を把握し、復職を

希望した者に対しタイムリーに復職支援（情報提供や技術研修の実施等）を行えるよう潜在

看護職員確保を目的とした体制が整いつつある。 

3）女性労働者の権利とワーク・ライフ・バランスの推進 

労働基準法では産前産後休暇、妊産婦に対する変形労働時間制等の適用制限、1 歳未満の

子を養育する女性労働者の育児時間の請求（第 65，66，67 条）等、産前産後における権利

は十分でないながらも法制化されている。また育児・介護休業法では、3 歳未満の子を養育

する従業員について、従業員が希望すれば短時間勤務制度、所定外労働の制限を適用する事

ができ、対象となる女性労働者は、仕事と家庭の両立が出来る働き方が以前に比すれば可能

になったという事が出来る。 

4）看護職におけるワーク・ライフ・バランス 

日本看護協会は 2007 年度から、「専門職として働きがいのある労働条件の整備」と「生

活者としての適切なワーク・ライフ・バランスの実現」をビジョンに掲げ、子育て支援の導

入を通じて、看護職のワーク・ライフ・バランスの実現に向けて取り組んでいる。「2014 年

度看護職ワークライフバランスインデックス調査」における育児・介護休業法を超える制度

内容（上限年齢）と実施施設数によると、養育する子供が 3 歳以上であっても育児短時間勤

務制度を独自に導入している施設は 384 施設のうち 112 施設（全体の 30％）であった。こ

れは 3歳という法定年齢を超えても子供を養育する女性労働者には支援が必要である事と、

それに対する施設独自の支援体制が徐々に広まりつつある事を示唆している。 

(5)看護職における「小 1 の壁」問題に対する現状 

しかし、それでもなお離職者が減少しないのはなぜなのか。その疑問に関して申請者は昨

今問題視されている「小 1 の壁」問題が大きく関与しているのではないかと考えている。

「小 1 の壁」問題とは、主に共働き世帯において、子どもを幼稚園・保育園等から小学校に

進学する際に直面する社会的な問題の事を指す。その問題に直面した女性労働者は働き方

の変更を強いられた結果、離転職に至るといった現在の日本における重大な社会問題であ

り、看護職員に限った話ではない。一般的には学童保育の不足、保育時間が短いといった問

題が議論されているが、「小 1 の壁」問題は単に学童保育の質と量の不足だけではなく、子



供を養育しながら働いている女性労働者のストレッサーといった心理的側面を含む多種多

様な要因が存在している。さらに、看護職においては夜勤・交代制勤務を代表する職種であ

ることからも、一般女性労働者が直面する問題とは差異があるかもしれない。「2014 年度看

護職ワークライフバランスインデックス調査」によると育児短時間勤務制度の上限を 3 歳

以上まで引き延ばした 112 施設のうち上限を 6 歳までとしている施設が 91 施設（全体の

24％）、6 歳以上まで適用している施設はわずか 17 施設（全体の 4％）であったことを考慮

すれば、6 歳までの未就学児童を養育する看護職員に対する支援体制は徐々に整えられつつ

あるが、小学校入学以降(6 歳～)の就学児童を養育する看護職員に対する支援は皆無と言え、

「小 1 の壁」問題に対する支援はほぼ行われていないのが現状である。これまでに、「小 1

の壁」問題をキーワードとした研究はなされていない。また「小 1 の壁」という用語の定義

も曖昧なため、「壁」自体が何を意味するのか厳密に検討された文献は見当たらないことか

らも、一から検討しなければならない課題である。 

 

２．研究の目的 

 本研究の目的は「小 1 の壁」問題に直面した看護職員のストレッサーを明らかにし、就業

継続困難となるプロセスを明らかにする。 

 

３．研究の方法 

1）用語の操作的定義 

（1）「小 1の壁」問題 

主に共働き世帯の子どもが幼稚園・保育園等から小学校に就学した後のタイミングに生

じる、養育者の就業継続を困難にする心理・社会的問題の事を指す。 

2）対象 

「労働政策研究報告書 No.159」（2013）によると、一般女性労働者の養育する子供が小 1

（6歳）、小 2（7歳）、小 3（8歳）になると就業率が大幅に落ち込んでいた。この結果より、

5歳（就学前）、6歳、7歳、8歳いずれかの子供を現に養育していて、現在離転職を考えて

いる看護職員。もしくは、3 年以内に遡って当時、5 歳～8 歳の子供を養育し、離転職をし

た経験を持つ看護職員を選定し、4名を対象とした。 

3）調査方法 

方法は質問紙法とインタビュー法（以下インタビュー）を用いて、2018年 3月～2019年

9月に実施した。インタビュー前にフェイスシートを用いて対象者に個人属性を記入しても

らった。内容は年齢、職種（取得資格全て）、看護職経験年数、職位、勤務場所の計 5項目

とした。インタビューの内容は、独自でインタビューガイドを作成し、以下の内容に沿って

質問紙、自由に語ってもらった。インタビューは参加者の許可を得て ICレコーダーに録音

した。 

(1)職場を辞めようとしている、もしくは辞めたきっかけ 

(2)研究対象者と子供との関係（例：家での過ごし方、宿題、お弁当作り、習い事など） 

(3)研究対象者と小学校との関係（PTA、学童保育、担任との関係、保護者との関係など） 

(4)研究対象者と子供以外の家族との関係（夫、親など） 

(5)研究対象者の現職場、もしくは前職場における困りごと 

(6)子供の就学に際して困った、もしくは今後困るかもしれない出来事 

4)分析方法 



 分析は質的帰納的方法を用いた。対象者が語った内容を全て逐語録にし、National 

Institute for Occupational Safety and Health (以下 NIOSH）モデルの「職場のストレッ

サー」、「個人的要因」、「仕事以外の要因」、「緩衝要因」に着目し元データの意味を解釈し 30

字程度要約した（コード化）。次に類似するコードを集めてサブカテゴリ―を作成し、サブ

カテゴリ―の相違点と共通点を比較分類してカテゴリーを作成した。 

4）倫理的配慮 

調査は研究対象者に対し、口頭と文章で研究の概要・個人情報の取り扱いを説明し、書面

にて同意を得た後に実施した。なお本研究の実施にあたっては福岡大学医に関する倫理委

員会の承認を得た（承認番号 2017M032）。 

４．研究成果 

 データ分析の結果、４カテゴリーと 23のサブカテゴリーが抽出された。職場のストレッ

サーに関するサブカテゴリは、【仕事の要求度が高い】、【日勤以外の勤務形態に応じなけれ

ばならない】、【職場の人員不足】、【年休消化できない】、【夜勤ができない事で給料が減る】、

【自己研鑽の機会（研修など）に積極的に参加しづらい】であった。個人的要因については、

【今後のキャリアプランと子育ての葛藤】、【日勤以外の勤務ができない事に対する他スタ

ッフへの申し訳なさ】であった。小学校に関連した仕事以外の要因は【授業参観に出席する

ための勤務調整】、【PTAなどの学校における役割と調整】、【入学当初において学校が早く終

わる】、【子供の夏休み期間中の対応と関わり方】、【学校の突然の休校に伴う勤務調整】、【子

供の突然の病気による勤務調整】、【学童保育の限られた時間】、【小学生になった子供との関

わり方】、【環境の変化】、【通学時の心配】、【子供の宿題や翌日の準備】であった。周囲のサ

ポーターに関連する要因は、【職場に同じ境遇のスタッフが少ない孤独感】、【上司との調整】、

【家族等の内的な人的サポートの不足】、【現在サポートしてくれている親の今後】であった。 
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